
令和２年（２０２０年）５月 教育委員会会議録【５月２８日（木）】 

 1 

〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和２年５月定例教育委員会会議を開会いたします。 

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私の他５人の委員が出席しておりますので、この会議

は成立しております。 

会議録署名人は、出川委員と小屋松委員とします。 

通知しておりました案件のうち、議第３８号及び議第３９号 

については、取り下げております。 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、招集通知後に追加で協議をお願いしたい案件が発生し

たため案件を追加しております。 

当該案件は、議第４３号 熊本市附属機関設置条例の一部を改

正する条例案に対する意見の変更について及び協議（１）臨時休

業に伴う夏季休業の基本的な考え方についてです。 

また、本日の議事のうち、議第４３号 熊本市附属機関設置条

例の一部を改正する条例案に対する意見の変更については、「教育

予算その他議会の議決を経るべき議案についての意見の申出に関

する案件」に該当すること、また、報告（３） 教科書採択にお

ける公正確保については、出版社の申し出により、会議規則第１

３条第４号「その他の案件」に該当することから、会議規則第１

３条の非公開事由に該当し、非公開の審議が適当と思いますがい

かがでしょうか。 

 

第４３号、報告（３）につきまして、非公開に賛成の委員は、

挙手をお願いします。 

 

  

 （全員挙手） 

  

遠藤洋路 教育長 全員賛成により、第４３号、報告（３）については、非公開と

します。 

日程第１ 前回会議録等承認 

遠藤洋路 教育長 

 

４月２３日開催の令和２年４月定例教育委員会会議録を各委員

のお手元に配布しております。この会議録を承認することに、ご

異議はありませんか。 

 

（異議なしの声） 
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異議なしと認め、前回会議録等を承認することに決定します。 

 

日程第２ 事務局報告  

（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ２．４．２３）以降の事業・行事報告 

○ 今後の予定  

  

日程第３ 議事 

・議第４０号 熊本市就学支援委員会委員の委嘱について 

 

《若杉 敏郎 総合支援課特別支援教育室長 提案理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第４１号 熊本市立図書館協議会委員の委嘱について 

 

《坂本 三智雄 市立図書館長 提案理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第４２号 熊本博物館協議会の委員の委嘱について 

 

《田端 文一 熊本博物館長 提案理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 日程第４ 報告 

・報告（１）広報広聴関係について 

 

小屋松徹彦 委員  ５、小学校の部活動とクラブチームについてというところで、

かなり社会体育に移行して、クラブチームあるいはスポーツ少

年団、そういったところができていますので、小学校の部活動

との区別というんですか、ということから考えると、ここに出
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ているようなご質問というのは恐らく今後もまた出る可能性が

あるのかなというところで、どうしてもまだ部活動の延長みた

いなところが保護者の方には意識として大きいのかなというよ

うなふうに思いますので、ここら辺を少しやっぱり丁寧に、学

校の方にもしお尋ねがあったときには丁寧な説明が必要なのか

なというふうに思っています。単に関係ないとか学校は無関係

とか、こういった表現をされたのかどうかは怪しいんですが、

そういった一言で済ますことのないようにということはちょっ

と大事なところかなと思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  これについて何か事務局からコメントがあればお願いいたし

ます。 

 

大江剛 指導課長  委員ご指摘のとおり、小学校の部活動につきましては社会体

育の方に移行しているクラブもたくさんございます。また、学

校の敷地等を利用されているところもございますが、いろいろ、

移行した点につきましてとか、その後の子どもたちのスポーツ

環境につきましては、丁寧にまた対応してまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

遠藤洋路 教育長  教育委員会としては関係ないという回答はしないんですけれ

ども、各学校の方で学校は関係ないですという回答ということ

はあったようですし、十分今後も考えられますから、そういう

ことがないように学校長にはお伝えしておきます。 

 他にいかがですか。 

 

西山忠男 委員  熊本市の図書環境についてという質問がございましたが、そ

の中で熊本市は１人当たり１１０円前後しか図書費用をかけて

いないのに、他市は３００円以上や３０６円ということが分か

ったという質問がございます。一方、回答の方は、政令都市の

中では標準的な図書費であるという回答なんですけれども、こ

れはどちらが正しいんでしょうか。 

 要するに質問者は、３分の１だけしか図書費用がかかってい

ない、かけられていないと言っているんですが、回答は標準的

であるという回答なんですけれども、これはどちらが正しいん

でしょうか。 
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坂本三智雄 図書館長  平成３０年度の政令指定都市の統計を取り寄せて集計をしま

したところ、熊本市の場合はちょうど標準的でございました。

１１０円程度が正解ということでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  他市が３００円、３０６円というのは政令指定都市とは限ら

ないと思いますけれども。例えば周辺の市とか、そういうこと

もある。 

 

坂本三智雄 図書館長  小規模な自治体等においてはそういう高いところもあるかも

しれませんが、指定都市の平均からすると熊本市はちょうど中

間ぐらいの値でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  ごめんなさい、確認ですけれども、図書館に問い合わせて、

熊本市は１１０円前後、他市は３００円から３０６円というこ

とが分かったと書いてある。図書館からそのように回答された

んじゃないんですか。 

 

坂本三智雄 図書館長  いえ、そういうことはございません。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、他市の数字というのは他市に聞いて分かったというこ

とですかね。 

 

坂本三智雄 図書館長  どこから調べられたかというのは私もよく分かりませんが。 

 

遠藤洋路 教育長 

 

 図書館としては周りの、周辺の市町村の数字は把握されてい

ない。 

 

坂本三智雄 図書館長  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。周りの市町村と比べて必ずしも平均的かどう

かは分からないけれども、政令市の中では、同じぐらいの規模

や熊本市より大きな規模の市町と比べると、ということのよう

ですね。小規模な市町村であれば１人当たりにすると何倍ある

ことは確かにあるかもしれません。 

 

西山忠男 委員  図書費は標準的ということで分かりましたけれども、熊本市

の文化的な環境を整備していくという視点に立つと、市立図書

館をもう少し将来的にいい環境の図書館にしてもらいたいなと
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いう希望がございます。去年、高知市のオーテピアという図書

館を視察したときに非常にそれを強く感じました。高知の方は

県と市が一体となって運営しているので大きな図書館を造れて

いるんですけれども、非常に環境がよくて、毎日でも通いたく

なるような立派な施設だったんですね。それに比べますと、熊

本市は高知より何倍も大きい都市にもかかわらず、ちょっと図

書館が貧弱じゃないかなという印象を強く持った次第ですの

で、将来の課題としてそういう方向性も考えていただきたいな

と思います。 

 

遠藤洋路 教育長  本、図書費だけじゃなくて全体的な環境も含めですね。これ

は今後の課題としていきたいと思います。 

 他にはいかがでしょうか。 

 では、他にないようでしたら本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）「熊本市立小中学校 心のアンケート」（いじめ等に関するアンケート）の結果

報告について 

 

《川上敬士 総合支援課長 提案理由説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、１点私から確認ですけれども、１２ページの問１２の

説明で、誰かがいじめられたりしているのを見たり聞いたりし

たことがありますかという問１４の説明をしたようだったんで

すが、問１２の説明はありますか。 

 

川上敬士 総合支援課長  飛び抜かしている。 

 

遠藤洋路 教育長  問１２のところで問１４の説明をして、問１４のところは問

１４の説明をしていただきました。 

 

川上敬士 総合支援課長  私の間違いです、すみません。 

 

遠藤洋路 教育長  あれですか、中身は問１２の説明だったということでいいん

ですか。誰かに嫌なことを言ったりしたことがあるというデー

タの説明なんですか、それじゃ。 
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川上敬士 総合支援課長  すみません、ちょっと確認いたします。 

 問１２と１３をちょっと飛ばして読んでしまいました。１２

と１３についてご説明いたします。 

 問１２のいじめられているのを見たり聞いたりしたかでは、

小中学校ともやや上昇しています。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、すみませんが、１２と１３の説明をお願いします。 

 

川上敬士 総合支援課長  すみません。 

 問１２の今の学年になって誰かに嫌なことを言ったりしたり

したかという問いにつきましては、昨年度と比べやや上昇して

おります。 

 問１３の新規の質問につきましては、なぜ相手に嫌と思うよ

うなことを言ったりしたかにつきましては、相手が嫌なことを

言ったりしたりしたからという仕返し、言われたら言い返す、

やられたらやり返すというものが最も多くなっており、次にい

らいらしていたからという、いらいらを解消する行為としてい

じめているということが分かっております。 

 問１４の今の学年になって誰かがいじめられているのを見た

り聞いたりしたかについては、昨年度とほぼ同様の値になって

おります。 

 すみませんでした。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 では、ただいま説明が終わりました。本件についてご意見、

ご質問がありましたらお願いします。 

 

西山忠男 委員  問１の（２）の質問で、「学校の中で誰かの役に立っていると

感じることはありますか」という質問に対して、小学校６年生

では７７％「はい」と答えているんですが、中学校３年生では

６７％まで落ちますね。非常に顕著に約１０％落ちているわけ

ですけれども、これは一般的な傾向なのでしょうか。全国どこ

でも見られる傾向なのでしょうか。それとも熊本市で特異に見

られる傾向なのでしょうか。まずそれをお尋ねしたいと思いま

す。 

 

川上敬士 総合支援課長  全国的な傾向がちょっと分かっておりません。今回の質問を

新しくここに入れまして、学校生活で、そこで自分が役立って
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いるという意識を知りたいという観点から新しく入れておりま

す。本市だけの傾向なのか、全国と同じ傾向なのかというのは

ちょっと把握できておりません。 

 

西山忠男 委員  それでは、なぜ中学校高学年になるにつれて次第に自己肯定

感が落ちていくんでしょうか。どういうふうに分析しておられ

ますでしょうか。 

 

川上敬士 総合支援課長  私どもの課で、小学校で担任した者と中学校で担任した者に

も意見を聞きましたけれども、小学校では、いろんな子に役割

が与えられて、そして高学年になると委員会活動で中心的に動

くなど、そういう子どもたちがたくさんいるんですけれども、

中学校は、例えば応援団とか生徒会とか部活動のキャプテンと

か、意外と偏った子に役割がたくさん回ってきて、それ以外の

子どもは、学校のために役立っているとか、学級で何か活躍で

きるという場面が少ないのではないかというような意見を出し

てくれました。 

 

遠藤洋路 教育長  それは今の中学校ではどうしたら解決するのかというところ

は何かいかがですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  タブレットも中学校に入りますので、生徒指導では３機能と

いうのを使いましたけれども、まず自分で自己決定をして、そ

れを周りの子に伝える、そしてその意見を共有しながらクラス

で１つのものをつくり上げるという、タブレットとか班活動と

か、そういったものをどんどん使うことで、自分は認められて

いる、そして自分の言ったことがクラスにも役立つ、授業の中

ではそういったことができるのかなというふうに思っておりま

す。 

 

西山忠男 委員  今、教育長がおっしゃったように、今後これを改善していく

という努力が必要だと思うんですけれども、今回は新規質問で

初めて分かったということで、今後の課題ではあるわけですけ

れども、非常に重要なことが分かったと思います。自己肯定感

を高めるというのは非常に重要なことですので、ぜひ今後これ

を意識しながら学校教育に生かしていただければと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  今出てきた生徒指導の３機能というのを少し説明していただ
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いてもいいですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  指導課の方でも、昨年度末、授業づくりの方にも盛り込んで

いただきましたが、自己決定をするということが１つ、そして

共感的な人間関係をつくる、もう一つが自己存在感を与えると

いうのが生徒指導の３機能ということで、それをそれぞれの授

業の中でいかにそういう場面をつくったり、そういう人間関係

をつくるかという取組を重ねることで、かなり自己肯定感、自

己有用感は高められるのではないかなというふうに考えていま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  年齢的に小学校と比べて思春期に入っていくので、自己肯定

感というか、小学生とは少し変わってくるのかもしれないとは

思いますけれども、そういう時期であるからこそ自己肯定感を

保てる、伸ばせるようにというところを中学校では重点的にや

っていく必要があるということはこの結果を見ても分かると思

います。ぜひそれは、今回せっかく調べて新しく分かったので、

今後取り組んでいってもらえたらと思います。 

 他にいかがですか。 

 

泉薫子 委員  問１６のクラスにいじめを許さないという雰囲気はあります

かということなんですけれども、１０％から２０％の生徒が「な

い」か「あまりない」という答えを出しているんですけれども、

やはりこれが、クラスの中にいじめを許さないという雰囲気と

いうのが一番大切な項目ではないかなというふうに思います

し、コロナの後、生徒たちが非常に不安になったりいら立ちが

増していると思うんですね。そうすると、やはり生徒間のトラ

ブルですとか人との距離感とか、いろいろ雰囲気が違ったりし

ていろんないじめの問題も増えてくる可能性を考えますと、ク

ラスの担任がいじめを許さないという雰囲気をつくるというこ

とにぜひ力を入れていただきたいなというふうに考えます。 

 今、日常、声かけとか道徳教育の充実とかというふうに書い

てありますけれども、特別に何か他に取り組んでらっしゃるこ

とがあれば教えていただきたいと思いますし、もしできれば学

校全体で取り組むとかイベントをつくるとか、何かもっと踏み

込んだ取組をしていただければありがたいなと思います。 

 

川上敬士 総合支援課長  本来であれば６月が熊本市のいじめ根絶月間の取組なんです
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けれども、コロナの影響で学校再開が遅れておりますので、一

応７月をいじめ根絶月間に考えております。 

 それから、人権教育指導室の方で「こころの問診票」という、

子どもにアンケートを取りまして、例えば学級で孤立している

子がいるかという、そういうことが分かるものをルーテル大学

の先生から提供いただきまして、それを実施した上で、クラス

の属性、どういった傾向があるかというのも、学校再開から１

か月経った後行いますので新たに見えてまいります。それとい

じめ根絶月間を抱き合わせて、その中でいじめを許さない学級

づくりに向けた各学校での取組をお願いしたいというふうに今

は進めているところです。 

 

遠藤洋路 教育長  問１６に関してですけれども、すみません、私からも１つあ

りますが、あなたのクラスにいじめを許さないという雰囲気は

ありますか、これは今年新規の質問ではない。 

 

川上敬士 総合支援課長  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  ということですよね。大体毎年このぐらいの数字なの。 

 

川上敬士 総合支援課長  ほぼ、大体同じような傾向です。いじめを見ている傍観的な

子ども、いじめをなくさないといけないと思っている子はたく

さんいるわけですけれども、やはり３割とか２割程度の、いじ

めを見ても知らんぷりとか通り過ぎているというような、７割、

３割というのが意外とどこでも出てくるような傾向があります

ので、この辺は他の質問との関連性をもう少し分析をして、傾

向等を見つけられたらなというふうに考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  これまでのご質問、私も何度も見ているはずなんですけれど

も、あまり、申し訳ないんですけれども、やっぱり低いよね。ど

このクラスもね。特に中学校はいじめを許さないという意見が

半分しかないというのは、いかに建前だとしてももう少し答え

る気がするんですよね、アンケート。小学生でも６割しかない

んですけれども、そこがちょっと全体的な水準が足りないよう

に思いますので。「ない」「あまりない」とはっきり答えている

割合というよりは、「ある」のが少しだと、そっちをちゃんと答

えている、普通はみんなそう答えるはずだと思うんですけれど

も。本当にどう思っているかは別としても少ないなと。だから
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ここはもう少しそう言える子どもを増やすということをお願い

したい。 

 他にいかがでしょうか。 

 

出川聖尚子 委員  問４の新規の質問で、いじめはどんな場面で起こるかという

ことを質問されていまして、大人の目や教師の目が届かないと

ころで起こっているという回答が出たんですけれども、これが

分かってどういうふうに対応しようとされるのかお聞きしたい

と思っています。 

 私自身の考えとしては、子どもたち同士の場面で子どもたち

が育ち合うのもあるので、その対応も難しいのではないかなと

思うので質問をしています。 

 

川上敬士 総合支援課長  先ほどもちょっとお話ししましたけれども、周りの子は、教

師よりもいじめがあっているかどうかというのは分かっている

と思います。常時、子ども同士一緒に生活しているわけですか

ら。 

 この質問の中にもありますように、見たり聞いたりしたこと

について、いかにそれを周りの大人、もしくは他の人に伝える

ことができる子どもを育てていくか。つまり先生がいなくても、

子どもたちがちゃんといじめは駄目だというそういう意識を高

めて、子どもたち自身もいじめは絶対許さないと、許せないと

いうような教育がもっと必要になってくるのかなと思います。 

 それから、いじめられたときに、例えば誰もいないところで

いじめられるということもやっぱりあるわけですので、そうい

ったときに自分からＳＯＳを出せるような、非常に言葉で言う

のは簡単なんですけれども、一番難しいところかなとは思いま

すけれども、そこは道徳の授業だけではなくて、日常から教師

側が子どもに発信させたり、子どもたちがじっくりいじめにつ

いての対策を考えたりする取組が必要になってくるかなという

ふうに思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  すみません、私からもちょっと。さっきのにこだわるようで

申し訳ない。 

 問１４の今の学年になって誰かがいじめられているのを見た

り聞いたりしたことがありますか、これを見ると小学校が１割

ぐらいで中学校が５、６％ですかね。じゃ小学校の方が多いわ

けですね、実際いじめを見たりした子はね。だけど、さっきの
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問１６はいじめを許さないという雰囲気はありますかというの

は中学校の方が、実際「ない」「あまりない」と答えている子が

２割以上いるわけですけれども、実際にいじめを見たり聞いた

りしている子どもは５％である。この差は何。いじめを実際見

たり聞いたりはしないんだけれども、いじめを許す雰囲気があ

るということ、そういうことってあるんですかね。 

 

川上敬士 総合支援課長  すみません、ちょっと即答できませんので、また分析をさせ

ていただければと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  私が思うに、いじめは許さないという雰囲気がこのクラスに

はないとか、あまりないと答えているということは、いじめが

あるということが恐らく推測できるんではないんですか。実際

そうだからこう答えているわけですよね。だから、正直にいじ

めを見たことがありますと答えている子どもは５％だとして

も、そういうことが起こっているっぽいとか、起こっているけ

れどもなかなか直接は言いにくいという雰囲気がやっぱりある

のが２０％以上ということなんだと思う。全くいじめが起こっ

ていないのに、いじめを許さないという雰囲気がうちのクラス

にはありませんと普通答えないですよね。そこはやっぱりちょ

っと、この問１４ですか、それをそのまま信じないほうがいい

んじゃないですかね。逆に言うとね。ああ、じゃ５％ぐらいし

か本当ないんですねということではない。もっとあると思う絶

対、というふうにちょっと考えていただけるといいかなと思い

ます。 

 

出川聖尚子 委員  今の言われたことにちょっと。私は問１６のいじめを許さな

いという雰囲気はありますかのところで、いじめは見ていない

けれども自分が自分らしく過ごすことができない、しようと思

ったら意地悪されるかもしれないと思ってできないという子が

こちらに書いていることもあるのではないかなと思います。だ

から、いい雰囲気ではないとか、自分らしく過ごすことができ

ないという回答でもあるのかなということを感じました。 

 

遠藤洋路 教育長  そのように回答する理由があるんですよね。 

 

出川聖尚子 委員  そうですね。 
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遠藤洋路 教育長  何か原因があって。そこは何かがやっぱりあって、そう思う。

他に事例があるという気はするので。分かりませんけれども。

そういう原因はやはりもう少し見極める必要があるんだろうな

というふうには思いますけれども。 

 他にはいかがですか。 

 

小屋松徹彦 委員  １点は問１１、話をしなかった理由の中に、知られたくない、

心配をかける、さらにいじめられる、この辺がちょっと数字的

に増えているようですけれども、この気持ちはすごく分かるん

ですよね。こういった子どもたちに気づくというか、これが非

常に難しいところではありますけれども、やはり一番近くにい

る学校の先生方には、ここら辺の観察眼というんですか、しっ

かり見るような時間というのをぜひ何かつくっていただきたい

なと、こういう人たちがいるということを意識しながら取り組

んでもらいたいなというのが、これは希望です。 

 それから、一番最後の１６に、アンケート結果から見えた課

題と今後の取組ということが書いてありますけれども、この中

の例えば３つ目、いじめをなくしていこうとする雰囲気を高め

るという中に、毎月実施するきずなアンケートの結果等を子ど

もが主体となって分析し、自ら対応策を考える場面をつくって

いく。これは具体的に今はまだないということでしょうけれど

も、これはどういう形で取り組んでいこうという、何か具体的

なイメージでもあればそれをちょっとお伺いしたいというのが

１点ですね。 

 それから、もう一つは４の方の子どもの身近に相談できる相

手を増やす、これはどういったようなことが何かイメージでき

るのか、取組が具体的になっていればそういうことも教えてく

ださい。 

 

川上敬士 総合支援課長  まず、１点目のいじめをなくしていくというような雰囲気を

高めるということで、きずなアンケートは実名で毎月行ってい

るところもありますし、一部匿名でやっているところもありま

すけれども、アンケートで上がってきたものを子どもたちに返

していくというのがなかなかできていないのか、または、心の

アンケートについても、子どもたちに取っておりますが、子ど

もたちに結果を返す、そういった場面が今までなかったのかな

と思います。取ったアンケート結果を子どもたちに返して考え

させる場面をつくる必要があるのではないか。いじめは駄目だ
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とは分かっていて、いじめていたり傍観したりする、それはや

はり自分のものとして捉えていないというところがあると思い

ますので、７月に行ういじめ根絶月間の中でもそういった取組

を学校でやっていただくよう考えています。１５ページからの

子どもたちの意見の中にもあるように、自分たちでルールづく

りをするとか学級目標を大切にするとか、何でも言えるような、

そういうみんなと何でも話せる時間をつくってほしいという意

見もありますので、こういったものを先生方にも返すことで、

クラスで１か月に何回できるか分かりませんけれども、子ども

たち自身がいじめについて考える、そういう時間を取ってやる

ことが必要になってくるのではないかなと思います。 

 もう一点の相談することの大切さとか相談しやすいところで

すけれども、小学校の場合にはどうしても担任が全員の子ども

を見ているという意識がやっぱり高いかなと思います。中学校

の場合は教科担任制ですので１つのクラスに複数の先生たちが

関わりますけれども、小学校では１人の子を教師全員で見てい

く、そして気になったら自分のクラスじゃない子でもしっかり

声かけをしていく、そういった取組がまだ十分ではないと考え

られます。だから、担任の先生には相談できないんだけれども

隣のクラスの先生には相談できるとか、子どもたちが先生たち

誰でもいいから発信できるような、そういう学校組織をお願い

する、そして取り組んでいただくということが考えられると思

っております。 

 

小屋松徹彦 委員  最初の方のきずなアンケートの結果等というのは、今先ほど

おっしゃったように、これを子どもたちに考えさせるというの

はまさにアクティブラーニングじゃないかなと思うんですね。

ですから、これを道徳の時間に取り上げてやっていく、教科書

の題材ではなくてこれは実際自分たちの身近なテーマなので、

これを題材にして話合いをしていくとかいうことになれば、ま

さに道徳のアクティブラーニングが実践できるんじゃないかな

と思いますので、そういう利用の仕方はいいのかなというふう

に私も思っています。 

 それから、子どもが身近に相談できる相手、担任以外の先生

方とおっしゃいましたけれども、現実できるのかというのが非

常に相当疑問としてありまして、そんな余裕がありますか。自

分のクラスの子どもたちもしっかり見れない状況で、忙しい先

生が他のクラスの生徒まで見る時間的余裕があるのか、見れる



令和２年（２０２０年）５月 教育委員会会議録【５月２８日（木）】 

 14 

のかというのは私の中に素朴な疑問としてありますので、でき

るに越したことはないですけれども、そこら辺はかなり難しい

なと思いながら聞いておりました。 

 

遠藤洋路 教育長  今のいかがですか。学校としては自分のクラス以外ではどう

いう体制を取っていますか、あるいは取るのが理想なんですか。 

 

川上敬士 総合支援課長  まず意識の問題かなというところがありまして。見ようとす

れば教師は見れるんじゃないかなと思います。申し訳ございま

せん、感覚的なもので答えて何の根拠もございませんけれども。

自分のクラスを見ないといけないというふうに教師が思ってい

るのか、自分の学校の子どもは全員目を配って、気を配って、

そして気になる子には「どうしたの」とすっと声かけができる、

それがまだ十分ではないのではないかなと。これは中学校が１

クラスを複数で見ているからできているということではありま

せん。やはり教師の意識、そういういろんな子に目を配る、そ

ういった教師側の意識をどんどん高めて、そして気になった子

にはすぐ声をかけてやる、そうすると子どもたちも、あ、先生

たち誰にでも相談していいんだな、相談していいよというよう

な学校全体の雰囲気づくりに取り組んでいく必要はあるのかな

というふうに思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  それは教頭も校長もやって教育委員会の課長になっているよ

うな先生だから言えるということじゃなくて、どの先生でもそ

うなんですか。意識の問題なのかな。 

 

松島孝司 学校教育部長  私も同じように、教師にとって大事な感性、感覚の問題だと

思っております。システムの問題としましては、１人の子ども

を複数の人間で見れるような仕組みが必要だと思っておりま

す。例えば、小学校で先般から話題になっております教科担任

制の導入は、学級担任だけではなく、複数の人間が子どもを見

て「どうしたの」と声かけできるような環境整備をすることに

つながる１つの方法だと思っています。中学校におきましても、

本市のある校長から、今年度の１年生については学級担任を固

定せずに試行的に学年担任という形でやってみたいと、相談が

あっております。今後６月からそういう形になるかどうか分か

りませんが、このようないろいろな仕組みの部分でも、１人の

子どもを複数の教員で見るということはこれから取り組んでい
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く必要があると認識しております。 

 

苫野一徳 委員  すみません、遅れて。失礼いたします。 

 今おっしゃっていた、まさに学級担任制から全員担任制への

移行等々のシステムと、それと同時に非常に重要だなと思うの

が、校長や、あるいは教育委員会からのメッセージとして、何

かいじめがあったら担任の先生が悪いみたいな、こういう意識

っていまだに根強いと思うんですよね。でもそれってどこでも

起こり得ることですので、先生がそれを隠したり恥ずかしがる

必要はないと、むしろみんなで支えていく必要があるというこ

とを、そういった意識を徹底して、みんなで支えていくんだと

いう、そういったメッセージというのは十分に発したほうがい

いのかなというふうに思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 苫野委員は途中から来られましたけれども、何か他に。資料

はご覧になりましたか。 

 

苫野一徳 委員  はい。特に今のところ大丈夫です。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしいですか。 

 すみません。では、私からもう一点聞きたいんですけれども、

１０ページ、「話した結果どうなりましたか」、これはいじめら

れたことを誰かに話をしたかということですけれども、その他

というのが結構多いですよね。特に中学校は１５％ぐらいその

他なんですけれども、いじめがなくなった、なくならなかった、

ますますひどくなった以外のその他って、そんなにたくさんあ

るその他は例えば何なんでしょうか。なくなった、なくならな

かった、ひどくなった。他には、少しよくなった、そういうこ

と。どうなんですかね。 

 

川上敬士 総合支援課長  その他については記述で多分書いていると思うんですけれど

も、すみません、ちょっと資料を持ってきておりません。 

 

遠藤洋路 教育長  割合として結構あるので、どんなことか分かる、後でいいで

すのでまた教えてください。 

 

川上敬士 総合支援課長  はい。 
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遠藤洋路 教育長  では、他になければ本件は以上といたしますが、よろしいで

すか。 

 では、本件は以上といたします。 

 

日程第５ 協議 

・協議（１）臨時休業に伴う夏季休業の基本的な考え方について 

 

《大江剛 指導課長 提出理由説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、ただいま説明がありましたが、本件についてご意見、

ご質問がありましたらお願いします。 

 

西山忠男 委員  ２番の「夏季休業期間を短縮する場合の日数について」、学校

再開後に実施可能な授業時数を引くということになっておりま

すが、これは、前提として今後ずっと学校は開いたままでやれ

るという前提がここには入っていますよね。ですけども、秋・

冬に第２波が来ることも十分予想されます。もう既に北九州で

はそれらしいのがありますので。そういう今後予測不可能な事

態が生ずることも考えれば、開けられるときはできるだけ開け

て授業をして、また拡大したらぱっと閉じるという戦略もある

かと思うんですけれども、それについてはどのようにお考えで

しょうか。 

 

大江剛 指導課長  今、西山委員がおっしゃいました第２波のことについては非

常に心配しておりますし、お隣の、今申されました北九州の方

でも、０がずっと続いた後にまた陽性の方が増えているという

ようなところがあって。当然、本市におきましても、レベルが

１になったとはいえ油断は禁物かなと思ってはおります。 

 先ほどあったように学校再開後に実施可能な授業時数につき

ましては、おっしゃるとおり、あくまでも可能な範囲内での時

数ということで現在のところは行っているところでございま

す。そういった２波等も含めて総合的に判断していかなければ

ならないのかなというふうに考えております。 

 

西山忠男 委員  いや、私が申し上げているのは、秋に第２波が来たらどうし

ようもないわけで、その前に考えておく必要があるでしょうと
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いうことを申し上げたつもりなんですよね。だから、第２波が

来ることを想定して、とにかく開けられる間はずっと開けてお

くという考え方もあるんじゃないでしょうかと。だから、夏休

み、もちろん必要だと思います。子どもの健康を考えて、夏に

登校させるというのは非常にちょっとどうかと思う部分はある

んですけれども、今後のことを考えると、とにかく第２波が来

るまではずっと開けてできるだけ授業をしておくという考え方

もあるんじゃないかなと思うんですけれどもね。この考え方だ

ったら必ず夏休みは取るという前提で、短縮をどうするかとい

う議論なんですよね。私が言ってるのは全く違う前提で、そう

いうふうに第２波が来るまでずっと開けておくという考え方も

あるんじゃないか、それについてはいかがでしょうかというこ

とです。 

 

大江剛 指導課長  非常に予測困難な状況で、第２波のことも、今、西山委員お

っしゃったとおり念頭に置きながら、そして６月から再開する

ということで、やっと学校生活もスタートするということでご

ざいますが、ずっと開けて、また第２波が来たらというところ

の予測は非常に今現時点では難しいかなというところもありま

すし、季節柄、７月、８月というのは特に熊本の夏場の方も、あ

る意味別の心配もあるかなというところで、ずっと引き続き秋

までというのもちょっと心配するところもあるのは事実でござ

います。そういったところも含めてご検討いただければと思い

ます。 

 

苫野一徳 委員  それについて私のご提案、と言えるほどかは分からないんで

すけれども、まず、基本方針として、標準授業時数の確保が大

目的ではなくて、指導要領の定着が一番上位に来るというのは

非常に妥当なご判断じゃないかなというふうに思っておりま

す。そう考えると、何も全員一律に日数を確保する必要という

のは必ずしもないので、夏休み中にはちょっと心配だなという

子には何がしかの手立てができるというのもあってもいいかも

しれないし、何かみんなを一律にする必要は必ずしももはやな

い状態だと思うんですよね。 

 その発想でいうと、今、西山委員がおっしゃったような第２

波、第３波が来たときに学校を閉めなきゃいけないということ

は十分にあり得るので、その場合、熊本市の場合は幸いオンラ

イン授業が非常に充実しているので、オンラインでの対応がい
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かにできるかというシステムのやり方の構築を同時にやってい

って、基本的に夏休みはこの考え方で私はいいんじゃないかな

というふうに思います。もしもその後何かが、夏にやるとそれ

こそ密が避けられなくなりそうですよね。ですので、何かそれ

があったときにはすぐにオンラインに変えられるというよう

な、そういう安心のバックアップ体制を整えておくということ

が今考えるべき優先事項じゃないかなというふうに思います。 

 

大江剛 指導課長  一斉休校というような形で３月から参りました。３月、４月、

５月。そしてまた学校再開、そしてまた今度第２波が来た場合

にどのような対応、一斉なのか限定的なのかというふうなとこ

ろを含め、そしてまた今回の休校期間中の学校の現場からもお

話があるのは、やはりとても、タブレットを中心としたＩＣＴ

活用で、先生方もなんですけれども、子どもたちのスキルが上

がったというような、昨日の別の会議でもたくさんお話をいた

だきましたので、そういったこともしっかり活用しながら、や

っていけるところはやっていきたいなというふうに考えており

ます。 

 

西山忠男 委員  ちょっと議論の前提としてお尋ねしたいんですけれども、オ

ンラインの授業は、今、全学年で完全に実施できる状況になっ

ているんですか。すなわち、全員にタブレットが配置されてい

るんですか。 

 

本田裕紀 教育センター

副所長 

 タブレットの配置状況についてでございますが、今、本市が

保有しているタブレットは、今、整備できている分については、

子どもたちの分の約３分の１の数でございます。それを今イン

ターネット環境のないご家庭に配備して、あと、インターネッ

ト環境がある家庭についてはご協力いただきながら、今、オン

ライン授業を進めているというところでございます。 

 今後につきましては、２月までに順次タブレットを配備して

いくということになっていますが、その時期についてはまだち

ょっと今、はっきり明確にはここでお答えできるものではなく、

今からの契約になりますので、少しずつはタブレットの数を増

やしていくことができると考えています。 

 

西山忠男 委員  熊本はオンライン授業では比較的進んでいるほうですけれど

も、まだ全員に行き渡っているわけではない。すなわち完全に
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オンラインだけで授業ができる体制にはなっていないというこ

とですよね。だから、ここはやっぱりちょっと整理をしておか

なきゃいけない部分かなとは思うんですけれども。なかなか、

夏休み、オンラインで授業というのも現状ではまだ難しいのか

なという感じがするんですよね。そうなると、どうしても、開

けられるときは開けておいたほうがいいような、例えば午前中

だけでも授業するとか、そういうことも考えていいんじゃない

かなという気がするんですけれども、いかがでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  オンラインは、１人１台にする予算はついたので、それから

整備していくわけです。来年２月よりは早くはできるんですね。

全員１人１台になっても、家のインターネット環境を使えばで

きるので、半分、２分の１ぐらい恐らく揃えば、みんなある程

度のことはできるんじゃないかと。それはいつなのかという。 

 １つの考え方としては、西山委員おっしゃるように、第２波、

第３波が来たときに備えて、どんどんできるだけやっておくと

いうのはあるんですけれども、もし第２波、第３波が来たとき

には、オンラインでできるところはやって、それ以外でどうし

ても駄目なところは来年度に回すということもある。何が何で

も本年度中に終わらせるということではないので、あんまり、

そうですね、いろんな要素を考慮しなきゃいけない中で、健康

とかを犠牲にしてまでずっとやらなくても、もし何かあったと

きは後回しにするという、そういう選択は十分取れるのかなと。 

 

西山忠男 委員  これからオンライン授業の実効性を検証していくことが重要

だと思うんですけれども。実際、オンライン授業をやって生徒

たちにどれぐらい学習が身についているかと。これは個人差が

非常に大きいだろうと思うんですよ、対面授業よりも。すごく

真面目な子はオンライン授業に集中してやれますけれども、そ

うじゃない子はすぐ飽きて、ほとんど聞いていないというよう

なこともあるんじゃないかと。多分、オンライン授業だとかな

りそういう差が出るんじゃないかと。ですから、そこのところ

をきちんと検証して、どういうふうにしたらオンラインでもみ

んな一様に学力をつけさせてあげられるかということも考えな

がらやっていく必要があるかなと思います。ですから、教育長

がおっしゃるように健康が一番大事ですから、夏も全部出て来

いという私の議論、多少乱暴なところがあるのは十分承知して

いますけれども、ちょっとそういう課題があるかなと思います。 
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遠藤洋路 教育長  今おっしゃったところは、先ほど苫野委員もおっしゃったよ

うに個人差が、オンラインが向いている子もいればそうじゃな

い子もいる。極論すれば、オンラインとか自習できる子どもは

夏休み取っていいけれども、自分で勉強ができない子どもは夏

休み無理だということも今の話だとなりかねないですけれど

も。やっぱり一人一人に合わせた工夫は必要でしょうね。 

 

苫野一徳 委員  前提といいますか、最優先すべきはオンライン状況の整備と、

あともう一つは、発想がやはり徹底的な個別対応だと思うんで

すよね。もう別に十分進んでいてそこまで心配ないよという子

もいるわけで、ちょっと心配な子に対してより手厚くというよ

うな発想が大事だと思いますので、その場合もそれぞれの状況

に応じてどういうふうに手厚くやっていくかということの個別

対応するということが多分前提の考え方かなと。 

 それと、前回ちょっと申し上げたかもしれないんですけれど

も、一応、教育学の研究ではたくさん蓄積がありまして、今の

みんなで一律一斉にやっていく学びの場合、子どもたちはせい

ぜい半分ぐらいしか実際には学習していないというデータがか

なりいろんな研究で明らかなんですよね。要するに、みんなで

一緒にやるので、聞いているだけとか聞いたふりをしているだ

けとか、あるいはレベルがそこに合わない子もいっぱいいるわ

けですよね。もう既に分かっているとか、あるいは全然ついて

いけないとか。ですので、時間でいうとせいぜい半分ぐらいし

か学んでいないというようなデータがあって。オンラインに関

して、これブレンディッドラーニングという言い方もあるんで

すけれども、オンラインと先生のサポートが一緒に組み合わさ

ると非常に学習効果が上がるというような研究もあり、ですの

でそう考えれば、みんなを一律に学校に集めてみんなに一斉に

授業をするというよりは、オンラインでいっぱいコンテンツな

り先生のサポートがある中で、そこで先生、あるいは仲間同士

ですね、学び合う、先生がサポートする、的確なフィードバッ

クをする、１つ学力保障にはより少ない時間でできるというこ

ともかなり明らかになっていますので、恐らく今までのとおり

のみんなを一斉に集めて全く同じペースで一緒のことをやると

いうことは少なくとも不可能になってくるということを考えれ

ば、そういった行動変換のためにどういうことができるかとい

うことを考えていく時期なのじゃないかなというふうに思って
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おります。 

 

遠藤洋路 教育長  苫野委員のおっしゃっている意味は分かるんですけれども、

その場合、夏休みはどうするのがいいということは。 

 

苫野一徳 委員  基本的にここに書いてある、私は案でいいのではないかなと

思うんですけれども。もしも、どうしようもなくサポートが足

りていないぞとかいう場合は声をかけたらいいと思うんですよ

ね、もし心配だったらこの日開けておくので来てくれればサポ

ートするよとか、そういった形で個別に対応していくというよ

うなやり方は、それか、開校日というんですか、いくつかぽん

ぽんぽんと設けておいて、そのとき子どもたちが寄ってきて先

生なりで、子どもたち同士で学び合ってもいいかもしれないで

すし、そういう場を設ければいいんじゃないかなと。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、夏休み期間中に講習とか個別サポートみたいな、そう

いう登校日を設けたらどうかと。 

 

苫野一徳 委員  自分で選んでもいいと思うんですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  そういう方法というのは実際学校としては対応が可能なので

しょうか。 

 

松島孝司 学校教育部長 失礼します。各学校、子どもたちに声かけをして夏休み期間

に希望する子たちが登校をしてきて補充学習を午前中にやると

いう実践は既にございます。ある学校では、地域の民生委員さ

ん等にお声かけして、いろんな方にサポートしていただきなが

ら夏休み補充学習の実践を昨年度やっております。 

 また、中学校におきましては、教育委員会の事業として、今

年度から事業名が変わりますけれども、「夏休み学びノート教

室」という、退職校長会の先生方にご協力いただいて、希望す

る子どもたちの補充学習を、行うという実践もございますので、

今、委員がおっしゃった個別の学習というのは、実際に行われ

ている状況でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 この紙の２のところで、さっき苫野委員はこれでいいんじゃ

ないかとおっしゃったんですけれども、真ん中のオンライン授
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業や家庭学習等、授業として置き換えることができる授業時数、

これが人によって違うんじゃないかということなんだと思いま

す、今。すると誰に合わせるというか。夏休みの期間はみんな

一律に決めなきゃいけないですよね、少なくとも小学校、中学

校。そうすると、これを計算するときに誰に合わせたらいいん

ですかね。平均ということになるんですかね。 

 

苫野一徳 委員  これは時数を。 

 

遠藤洋路 教育長  つまり、学校としては例えば３０時間なら３０時間分ぐらい

はオンラインでもう既に休校中にやっているから、その分は授

業しなくていいよねというのがこちらです。でもそれが一人一

人、できている子もいればできていない子もいるのが実態なわ

けですよね。 

 

苫野一徳 委員  これも、そうですね、考えてみれば標準授業時数でというよ

りは定着度で、多分先生は分かりますよね、あ、この子ちょっ

と学び残しあるなとか、つまずきあるなとかいうのが分かると

思いますので、そういった子に、名指しするというのはどうか

分かりませんけれども、いつでもサポートするからねという姿

勢ですよね。なので一律にみんなここに来いというのは、そん

なの要らないよという子もいるし、何かまた授業させられるの

みたいな面倒くさいなという子もいると思うので、その子たち

の必要心に応じてですね、あ、今のうちに取り戻しておきたい

なというような子どももきっといると思うんですよね。サポー

トするからねという視点でいればいいんじゃないかなと思うの

で、これも特に時数というよりは定着度ということで考えたほ

うがいいんじゃないかなという気はいたします。 

 

遠藤洋路 教育長  実際に夏休みの期間というのは日数で決めるわけで、そのた

めには当然、何時間残りの期間で授業しなきゃいけないかとい

う時数があって初めて決まることなので、質的なもの、定着度

が確かに実際には重要なんですけれども、夏休み期間を決める

というその点については時数とか日数に換算しないといけない

わけですね。そこはどうですか。 

 

苫野一徳 委員  これは短縮する場合の日数の計算の仕方ですよね。それは各

学校に委ねるんでしょうか。 
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遠藤洋路 教育長  いえ、一律に決めます。 

 

苫野一徳 委員  こちらで。 

 

遠藤洋路 教育長  はい。一応今も教育委員会全体で熊本市の小学校の夏休みは

何日から開始ですと決めますから。それを短くするかしないか、

するならどのぐらい短くするかという。 

 

苫野一徳 委員  ここは皆さんと議論できればと思うんですが、私個人として

は特に短縮はしないで必要に応じてということでいいんじゃな

いかなと。これは短縮する場合の計算の仕方ですよね。 

 

遠藤洋路 教育長  そうです。だから短縮しない場合も。 

 

苫野一徳 委員  短縮しないで。 

 

遠藤洋路 教育長  短縮しない場合は日数が０になっちゃいますけれども。 

 

苫野一徳 委員  一応私は。 

 

遠藤洋路 教育長  苫野委員は、短縮しないで通常どおり夏休みの期間を取った

上で個別にサポートしたらいいんじゃないかという。 

 

苫野一徳 委員  そうですね、それが基本的に。この間、結構たくさん子ども

たちとお話をしたんですけれども、これから夏休みがなくなっ

たり授業のスピードがどんどん速くなるといううわさを聞いた

子どもたちがすごく心配しているんですよね。そういったこと

も考えると、大丈夫だよというメッセージ出すのが大事だと思

うんですよね。困ったら、個別にサポートするからねというメ

ッセージが大事なんじゃないかなというふうには思っておりま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  次のページに一応参考ですけど他都市の状況、それからカレ

ンダーが書いてあります。当初の予定ということで夏季休業日

は４０日間、７月２２日から８月３０日なんですね。だから、

苫野委員がおっしゃってるのは夏休みの期間はこのままにして

おいて個別にサポートする。西山委員はもう０でいいんじゃな
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いかということで、かなり両極端ではあるわけで、０から４０

までで、ではどうするのかということですよね。 

 

西山忠男 委員  要するに、今年度内に予定されている学習内容を終えること

ができるかということなんですけれども、一番大変なのは中学

校３年生で、受験をどう考えるのかという問題ですよね。千葉

県などは入試の出題範囲をぐっと狭めるということを明確に打

ち出していますのでそういう対応をできるんですけれども、熊

本県はそんなことやっていませんので、中学校３年生はものす

ごく不安だろうと思いますよ。それで秋に第２波が来て学校が

閉じちゃったら自分で勉強しなさい、これはちょっとあまりに

ひどい話じゃないかなと思うんですが。ですから私は、そうい

うことも考えると、せめて中学校３年生については、開けられ

るうちはずっと登校させたほうがいいんじゃないかなと思いま

すけれども、いかがでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  中学校３年生に関しては、最初の１枚目の１の（６）、特に授

業時数が不足する学年については臨時登校日を設けることがで

きるということにしているんです。これの代表例が中学３年生

ですね。中学３年生に全部合わせる必要はない、小学１年生に。

どちらかというと最低限の学年に合わせておいて、それじゃ足

りないという学年については独自に登校、これは学校ごとでも

いいし学年ごとでもいいんですけれども、この日は、最初の１

週間は中学３年生は毎日来てくださいという登校日を設ける。

これは一人一人じゃなくてですよ。学年全体で設けるというこ

とはできる。中学３年生、それから小学６年生、そういう最終

学年については特にこういう他の学年とは違っていいというふ

うには思います。 

 

苫野一徳 委員  今、西山委員がおっしゃった高校入試に関して、文科省が通

知で範囲をちゃんと限定するようにというのを出したと思うん

ですけれども、熊本県に関してその辺の情報ってまだ入ってい

ないんでしょうか。 

 

大江剛 指導課長  非常に今、中学３年生の入試に関しましては受験生及び保護

者の方も関心が高いと思います。特に出題範囲についても、今、

委員がおっしゃったとおりですが、県の方からについては今は

まだ検討中ということで、当然、詳しい情報が入りましたらす
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ぐ皆様にお知らせしようと思っています。 

 

泉薫子 委員  今年の夏は猛暑が予想されていまして、８月に限らず６月か

ら実はマスクしながらの熱中症対策というのを非常に心配して

おります。かなり体温が上がりますので、マスクによって。８

月はマスクが外せるかというと、外せる状況では今のところな

いと思いますので、少なくとも酷暑の間は休暇を取るというの

が健康のためには必要なのではないか、どのくらいの期間かと

いうのは議論していただいて決めていただきたいんですけれど

も、酷暑の間は休みが必要ではないかなと私は思います。 

 

遠藤洋路 教育長  それはもう学習とかいう以前に、健康上の問題からある程度

の期間はお休みにしたいと思います。 

 

小屋松徹彦 委員  今日、夏季休業期間を短縮するかどうするかということの議

論だろうと思っていまして、そういう話をするのかなと思いま

したら、まだ今からこれを検討するということで。今後の日程

についての中に臨時休業期間の学習状況及び成果の把握を行う

とありますけれども、この把握って今からやるのかなと。もう

そんなのはできているのじゃないですかと私は思っていたの

で、それを踏まえての短縮するのかしないのかという議論かな

と思っていたんですが、休業、つまり４月、５月の２か月のロ

ス期間というか、ここでどれぐらいの、例えば夏休みの休業、

夏休みをカットするかしないかという議論をするために、どれ

ぐらいの２か月のロスがあっているのか、それを把握しないと

この議論は進まないような気がするんですね。その辺の把握が

今から、６月１日から出てきてから、子どもたちの状況ではな

くて、それは学校と教育委員会の中で当然状況の把握ってでき

たんじゃないかなと思うんですが、それからしますと恐らく、

やっているところ、やっていないところ、できている人、でき

ていない人、様々なのでしょうけれども、合わせるとすれば、

２か月間授業がなかったという前提に立って、さあどうすると

いうふうに考えていったほうが一番いいんじゃないかなという

ふうに私は思っていたんですね。そこのところは、現場のその

情報とかは、どのように何か今後学習状況というのを判断して

いかれるのか、ちょっとそこをお伺いしたいなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  その点、私から最初に申し上げますと、学校がどのぐらいや
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ったかはもちろん把握はできるんですけれども。それと、委員

からもありました、実際子どもがどうだ、どのぐらい身につい

ているのか、体力がどのぐらい落ちているのか、それはやっぱ

り学校に来て子どもの様子を見てからじゃないと把握ができな

いという。学校としてはオンライン授業をこれぐらいやったけ

れども、それに果たして子どもたちがついてきてどのぐらい身

についているのかというのは、やはり学校に登校した後に一人

一人見ないと分からない。そして、中学校臨時登校日、分散登

校、来週から半日登校でその次１日登校になりますけれども、

要するに６時間なら６時間、普通に集中して授業を聞いていら

れる状況なのかどうかです、子どもたちが。それはやっぱり来

てみないと分からないことがあると思いますけれども。学校に

とってはという話ですから。 

 

小屋松徹彦 委員  なかなかその判断基準が難しいなと思いますね。いつ頃その

結論を出すのというのがちょっと不明確になっているなと思う

ので、そこのところもちょっと協議が要るでしょう。 

 

塩津昭弘 教育次長  学校の状況ですけれども、臨時登校が始まって子どもたちは

非常に喜んで来ているというようなことは事実でございます。

その中で低学年と高学年で少し状況が違うというふうなことが

分かってまいりました。高学年の方はオンライン授業をやって

いて生活のリズムができているというふうなことがあったんで

すけれども、低学年においてはなかなかそこができていないと

いうふうなところがあって、非常に喜んで来ているんですけれ

ども後でぐたっとするというふうな状況があって、全体的に見

て子どもたちが色白であると。そりゃそうだと思います、こん

な状況ですので。実際、半日の慣らしをするということは非常

にありがたいというふうな声があって、慣らしをやってみて、

それから１日というふうなところを見る必要があると思いま

す。 

 それから、学習状況についても同じだと思います。学校とし

てはこれぐらいできているというふうに把握しているんです

が、実際やってみるとどうなのかというふうなところが分から

ないことには先に進めないんではないかということで、それを

１０日ぐらいまで様子を見て、今後どれぐらいというふうなこ

とは、時数等についてお伝えできればというふうに考えており

ます。 
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遠藤洋路 教育長  今のはだから３の（３）、最後のところですね。 

 

塩津昭弘 教育次長  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  各学校の実態を基に臨時教育委員会会議において今後の夏休

み期間について検討の上、決定すると。それはどのぐらい見る

んですかということでいうと、今のお話だと１０日ぐらいを見

て、その後会議を開いたらどうかということですね。 

 

塩津昭弘 教育次長  はい。 

 

遠藤洋路 教育長  大体そのぐらい。６月の半ばということかなと。 

 

苫野一徳 委員  私の５年生と１年生の娘も今日とおととい臨時登校でめちゃ

くちゃ楽しかったらしいんですよ。帰ってきた姿見たら、あ、

こんな嬉しそうな顔するんだなと思って、ああ、何かよかった

なと本当今日も思ってきたところなんですけれども。 

 別観点でもう一つ、先生方の働き方改革が頓挫するんじゃな

いかという心配をされていますよね。これだけ自分たちがオン

ラインで頑張ったりしていたことは何だったんだと思いたくな

いと、今までやったことが無駄だというふうに言われたくない

というのもあるし、やっぱりここで働き方改革を頓挫させるよ

うな流れにしちゃいけないと思いますので、そこの面も考えて、

夏休みはあんまり先生の負担を増やさないほうがいいんじゃな

いかなという気もしております。 

 

遠藤洋路 教育長  ２か月、３か月、何もやらなかったわけじゃなくて、やった

のはやったので、それをやらなかった前提で夏休みを考える必

要はないのかなとは思うんですね。ただ、やったんだけれども

どのぐらい実際、子ども、個人差も相当あるでしょうし、どの

ぐらいが大まかにでもできているかというのはやっぱり見てみ

ないと。それは教育委員会としてもあれだけオンラインをやっ

たりテレビもやったりいろいろやったわけですから、それを全

くなかったことにして、０にして夏休みを組みましょうという

んだったら最初から遊んでいていいよと言うておけばよかった

んですから、そうはならないのかなと思うんですけれども。た

だ、実際どのぐらい子どもたちがそれに耐えられるかというと
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ころもですね、そこは大きな問題で。 

 出川委員、どうですか。お子さんはいかがだったんですか。 

 

出川聖尚子 委員  オンライン授業とかしたり、家庭学習があっていたりするの

でそれに取り組んでいて、今週は学校に行っていました。ただ、

どんなふうに、どれぐらい定着しているかどうかは私は分から

ないので、学校に行って先生や友達の中でどれぐらい分かって

いるかが本人が分かってくれたらいいと思っています。 

 休業について思うのは学校間ですごく違いがあるんじゃない

かなと思っています。オンライン授業や家庭学習もしっかり充

実している学校と、なかなかそうでない学校と、そこの学校の

授業時数とかそういう格差があったときにどういうふうに対応

するかを考える必要があるのかなと。ただ、それは子どもが学

校に行って様子を見て、調査した結果からかなと思っています。 

 

遠藤洋路 教育長  調査した結果も恐らく学校ごとにも違う、子ども一人一人ご

とに違うということは出るのでしょう。その場合に、一律に夏

休みを決めなきゃいけない場合はどうするかという、そこの考

えはどういった具合ですか。 

 

塩津昭弘 教育次長  まず、夏の健康ということは念頭に置かなくちゃいけないと

思います。２年前の７月１７日の日に豊田市で１年生のお子さ

んが亡くなって、それで１学期をカットしてできるだけ前倒し、

前倒しで夏休みをしようというふうなことになりましたので、

まず熊本の暑さを避けるというのは、これはとても大事かなと

いうふうに思いますので、そこを遅れているから来なさいとい

うふうなことでなくて、それは２学期以降というふうなことで

考えていいんではないかと思いますので、まず基本線として熊

本市はこれぐらいの日数でいくというふうなことを決めて、そ

の後は学校の対応ですし、先ほどの中３とか他の学年、特に不

足しているような学年については、おっしゃられたように午前

中とかいろんな配慮をしながら、個に対応するというふうな形

でやっていくべきかなというふうなことを考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  学校ごとの差とか、もっと言うと個人の差というのはいつの

年もあるわけじゃないですか、今年だけじゃなくて。相当差が

あるわけですよね、一人ひとりにね。そんな中で、今年、私たち

として最低限やらないといけないことは何かということですよ
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ね。１つは今出たように子どもの健康を守るということは非常

に大事。それだけだったら別にいつもどおり夏休み取ったらい

いんじゃないかということになるわけですけれども、他に何が

あるか。 

 

塩津昭弘 教育次長  実は今年は小学校において指導要領の全面実施の年でして、

主体的、対話的で深い学びというのを実現していかなくちゃい

けないというふうになっているわけですね。深い学びをするた

めにはある程度の時数は必要だと思います。特に今年、教科書

が変わって今までと違う中で取り組んだ学期なんですね。取り

組む学期なんです。そのためにしっかり学びが定着するような

形にしていかなくちゃいけないと思いますので、ある程度のま

とまった期間は必要であるのは事実だと思っています。そこを

確保するために熊本市としてどれぐらい要るというふうなこと

は明確に出したいというふうに思っています。 

 

松島孝司 学校教育部長  すみません、私から補足をさせてください。 

 基本的な考え方は、事務局提案や、今、次長もおっしゃった

とおりで、多くの夏休み日数を削る必要はないと思っていまし

て、やっぱり子どもの健康を最優先で考えねばならないと思い

ます。ただ、実際これだけ、２か月間授業ができていないとい

うのも事実でございますので、必要最低限の日数は確保したい

という思いもございます。先ほど西山委員がおっしゃったよう

に、第２波、第３波の心配もございますので、今までの分でこ

れだけ足りないという計算ですので、取りあえず最低限の分を

今回の夏休みで取らせていただいておいて、第２波に対しては、

文部科学省からも分散とオンラインのハイブリッド授業等いろ

んな形が提示されておりますので、本市はそれがある程度可能

であると思っております。特に中３とか小６は分散を前提とし

て何とかやっていく、他の学年は、先ほど教育長もおっしゃっ

たように、もしものときには次年度に繰り越してもいいという、

通知も出ておりますので、第２波に対しては個別の学年で対応

していくという方向が一番、子どもたちの大事な夏休みをキー

プしながらの、一番バランスの取れた案なのかなというふうに

は考えているところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。今日は何日から何日にしますとか決めるわけ

でもないので、今まで出たご意見を踏まえて、実際次に、数字
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を見ながらいつまでにしますかということを決めていくわけで

すよね。今のご意見だと０日から４０日までいろいろ幅はあり

ましたが、今の感覚でいうと０でもないが４０でもないという

そんな感じなんでしょうか、事務局の感触では。委員の皆さん

の感触としてはどうですかね。 

 

松島孝司 学校教育部長  私も皆様のお話聞きながら、０か４０かどっちかと言われた

らどうしようと心配していたのですが、他都市も参考にしなが

らも、熊本市の場合はオンラインをやってきたというメリット

がございますので、そこはしっかり評価をさせていただきなが

ら、本当に最低限度の短縮で考えることができればと考えてい

るところでございます。具体的な数字がどうなるかというのは

ちょっと即答できませんが、そう長い期間の短縮は必要ないの

ではないかなというふうには思っているところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  ただ、今日の苫野委員の意見でいうと、４０で良くて、個別

にやったらいいんじゃないかという。じゃ、夏休み自体を短く

する場合と個別にやる場合というのは何が違うんでしょうか

ね。どういう場合を一律に夏休みを短縮したらいいんですかね。 

 

苫野一徳 委員  すみません。私は４０で一定個別対応というのをさせていた

だきたいなと思っているんですね。やったとしても数日ぐらい

ならいいかもしれないんですけれども、熊本の教育が今すごく

注目されているのもありますから、オンラインの体制もこれだ

けそろえているし、そんなに短くしなくったってこれだけのこ

とできるんですよというぐらいの方向性を打ち出すということ

も、もしかしたらあってもいいんじゃないかなというような気

も、すみません、今の時点ですね、そんなことを勝手に思って

おります。そもそも個別対応するのであれば何か一律に。 

 

遠藤洋路 教育長  個別に対応するなら確かにいいのかもしれないんですけれど

も、そこはどうなんでしょうね。全員に個別対応しなきゃいけ

ないのであれば授業ですよね。 

 

苫野一徳 委員  多分必要ありませんという人も結構たくさんいると思うんで

すよね。それも学年とかにも、子どもたちにもよるんですけれ

ども。やっぱり必要な子に手厚く支援ができるということが大

事かなという趣旨なので。なので登校日が幾つかあって、そこ
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で子どもたちがやってきて学び合うなり、先生がそこでサポー

トするなり退職先生方なりあるいは学生ボランティアなり、何

かの方法あるかもしれないんですけれども、いずれにしても必

要な子により厚くというのがいいんじゃないかなと私は思いま

すが、これは議論の一つのたたき台にしていただければ。 

 

遠藤洋路 教育長  数日であれば別にわざわざ短縮する必要も私もないのかなと

思うんですけれども。その場合、じゃ４０日丸々予定どおり夏

休みにして個別に対応しますという感じにした場合に、え、大

丈夫、それで終わるの、子どもたちって保護者の方とかなった

りしませんか。そんなことない。あんまり関係ない。個別にや

ってくれだったらいいんじゃないという感じですか。 

 

出川聖尚子 委員  分かりませんけれども、標準時数を確保はする必要がありま

すか。 

          

遠藤洋路 教育長  いや、もう標準時数の確保は今からできないのでそれは考え

ないです。 

 

出川聖尚子 委員  それならば必要な人が授業に、勉強を教えてもらえる環境が

整っていたらいいのではないかと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、いかにそこの個別の体制を整えられるかというところ

も大きくかかっているんですね。 

 

苫野一徳 委員  すみません。一案ですけれども、例えば夏休みもしも来ると

しても１０人までみたいな感じにしていくつか分散登校日があ

って、その何人かでそれぞれがそれぞれの学びをできる、その

場で。必要に応じて、あ、ちょっとこれこの人に聞いてみよう

かなとか、あるいはもしかしたら異学年でやってもいいかもし

れないですよね。 

 ２０人までは登校日ＯＫなんでしたっけ。 

 

遠藤洋路 教育長  それは感染の状況によって違ってくる。今のように、熊本市

のようにしばらく感染者がいないという状況であれば別に本当

に普通に登校しても構わない。ただ、流行していますという状

況であれば、それは分散登校であったり休業であったりという

ことです。 
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苫野一徳 委員  そこは状況に応じて。本当にこの際、異学年で例えば１０人、

１０人とか８人、８人、８人とかであって、必要に応じてお兄

ちゃん、お姉ちゃんに聞けるとか、先生もそこに１人、２人い

て何かあったらいつでもサポートするよみたいな感じのそうい

う寺子屋みたいなのをつくっておくといいんじゃないかなとい

う気はするんですけれどもね。 

 

遠藤洋路 教育長  それをやる目的が、今回、休校の遅れを取り戻すというより

は、この際、何か新しいよりよい教育の形をつくろうみたいな

意見にも聞こえるわけですけれども、それを考え出すと結構、

何のための議論なのか分かりにくくなりませんか。 

 

苫野一徳 委員  それもちょっとあるんですが、あくまでも今回は学習保障と

して。私はこの機に構造転換していきたいということを訴えた

いんですけれども、今回の議論の目的は、学習保障が必要だと

した場合、全員一律にという必要はないので、個別対応にして

いきましょうね、個別対応した場合に最も個別対応に効果のあ

るというか、そんなやり方はどうかと考えた場合、先生がずっ

と逐一付き添って、１人にずっと付き添って教えてとかという

のはちょっと違うなと思いますので、必要に応じて助け合える

ような仲間がいて、先生がそこでうろうろサポートもできて分

からないことがあればすぐ聞けるとか、何か教えてほしかった

ら、大体みんな同じところにつまずいているなとか思ったら、

その子たちに、５人、１０人にお話しするというのもいいかも

しれませんし、状況に応じて、そういう例えば異学年での学び

合いと先生のインストラクションを中心と、先生のサポートを

中心とした空間を用意しておくとかなり学習保障にはつながる

のではないかなというふうに思っています。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 今のようなやり方で、実際学校として現状効果的な個別のサ

ポートができる状況でしょうかね。 

 

松島孝司 学校教育部長  失礼いたします。個別学習に関しましては、昨年度の例を出

させていただきましたが、民生委員さん等の地域の方をサポー

ターとして要請して、これお金は市教委の方から出るシステム

があるんですが、これを活用された分は、タブレットのドリル



令和２年（２０２０年）５月 教育委員会会議録【５月２８日（木）】 

 33 

を中心としてそれぞれの子どもが自分の進路に応じたドリルを

やっています。そこにサポートされる方から声かけして、分か

らないことは聞いていいよという、まさにおっしゃるような感

じで補充学習としてやっております。ですから、どこの学校も

基本的に補習というのは分からないところを聞くというのがメ

インですので、これまでもやってきた部分ではあるかというふ

うには認識をしております。 

 ついでに補足させていただければ、苫野委員がおっしゃるよ

うに全く休みなしということももしかしたら時数的にはいける

のかなというふうには思うんですけれども、例えばわずか１週

間だったとしても、１週間であれば２９時間、２９コマ分です

が、２９コマあったら子どもたち同士の、いわゆる集団じゃな

いとできない活動というのが可能となります。例えば委員会活

動とか協同的な学びというのはオンラインではなかなか難しい

部分もございます。あるいは、授業の際にも５分間とか１０分

間を振り返りの時間として使うとしても、僅かその１０分が中

学校だったら５回分が１コマとなります。となると２９コマと

いうのはものすごい大きな可能性を秘めた時間でございまし

て、そういう意味ではある程度の集団としての力をつける時間

も、今まで実際学校に出てこれていないわけですから、ある程

度担保、できる限り少ない時間で構わないので担保させていた

だきながら、休みはしっかり取って、先ほど申し上げた学年と

か個人の補充を個別にやるような方向でいけないだろうか考え

ているところです。協同的な学びとして、お互いに顔突き合わ

せてやることも子どもたちにとって価値があると思いますし、

オンラインの良さも当然あります。その両立を図れればと考え

ているところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  すみません。今の点、確認なんですけれども、仮に夏休みを

フルに取った場合には、あと何日授業ができるんですかね。協

同でやらなきゃいけない活動というのが分からないので。例え

ば１６０日なのか、仮にですよ、２００日なのか分かりません

が、それが１５０日、１６０日になったり１７０日になったり

するその差でそこまで変わるのかという気はするんですね。２

２週間ということでいえばそうかもしれないけれども。残りの

その月数というか日数でいうと少なくとも１００、２００ある

んですね。じゃ、そこが５日間とか１０日間増えるということ

になるわけで。もう２００日じゃ足りない、どうしても２１０
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日要るんですとかいうことはふだんの年でもあんまりないわけ

じゃないですか。今回１５０日だけれどもどうしても１６０日

じゃなきゃできない活動があるんですという話ならば今の話は

理解できますが、そうではないと思うんですけれども、どうで

しょう。 

 

松島孝司 学校教育部長  もちろんこれまでやってきたことをそのままやるという前提

ではありませんし、１５０しかなければ１５０でやることをや

っていくんですけれども、先ほど申し上げたとおり、１週間、

３０コマとか２９コマとか２５コマでもいいんですけれども、

そこでできる学習というのはいろいろな幅が広がってきますの

で、その辺の幅も保障できればいいなというふうに考えている

ところでございます。決して時数ありきということではありま

せん。 

 

遠藤洋路 教育長  夏休みを４０日予定どおり取った場合には、あと、授業とい

うか、日数としては何日授業ができるんですか。それを１週間

なら５日、２週間なら１０日増やそうという話をしていたんで

すよね、今ね。どのぐらい変わるのか。 

 

松島孝司 学校教育部長  仮に１週間、夏休みを削減した場合には、単純に、土・日が入

りますので、５日間稼業日とすれば、１日５時間授業で換算す

れば２５コマになりますし、６時間授業としたら、３０時間と

なります。 

 

遠藤洋路 教育長  それは分かりました。それで残り全部で何時間できるんです

かということを質問しているんです。３月末まで。 

 

松島孝司 学校教育部長 現段階でもし夏休みをそのままとした場合、６年生を例に出

しますと９６１時間、中学校３年生でしたら９２３時間という

想定になります。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、それが今の話だと３０時間とか５０時間とかそのぐら

い増える、増やすことができるということですね、夏休みを１

週間。 

 

松島孝司 学校教育部長 そうですね。今のはあくまで授業だけですので、これに、行

事とか委員会活動等はそこに含まれておりません。実際平均値
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でいきますと例年行事として３０時間近く使いますので、それ

を少し削ったとしても約１，０００時間近くの時数ということ

になるかと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  だから行事ももちろん、さっき話に出ていたような集団活動

でしょうからそれは併せて考えるとして、９００何といいまし

たか。 

 

松島孝司 学校教育部長  中３は９２３。 

 

遠藤洋路 教育長  ９２３。じゃ、それをあと何十時間増やそうという、そうい

う感じですね。 

 

松島孝司 学校教育部長  そうですね、そうするとちょっとゆとりは出るし、子どもた

ちの健康には影響が出ないような妥協案的なところではありま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  それが９２０か９５０になるぐらいだったら個別でもいいん

じゃないかという考え方もあるんですよね。さっき苫野委員が

言ったように。 

 

西山忠男 委員  夏休みを０にするという私の案が乱暴なことは重々承知して

おります。私が前提としていたのは、第２波、第３波が来たと

きに学校を完全に閉めるという前提でお話をしていたわけです

ね。でも、先ほどの部長のお話だと、第２波、第３波が来ても分

散登校とオンライン授業を実施するというお話ですよね。それ

が可能であればそれでいいと思いますよ、私は。原案どおりで。

夏休みもこの程度の考えでいいと思うんですね。 

 今までの議論は、私は何回も臨時登校日を設けましょうとか

臨時登校日を早めましょうというのを全部否決されて完全に拒

否されてきたんですね。だから閉めるときは完全に閉めるとい

う教育委員会の考え方だったでしょう。だからさっきのような

提案をしたわけで、開けられるときは開けましょうと言ったわ

けです。でも、そこのところを柔軟に考えて、たとえ第２波が

来て学校を閉めることになっても分散登校をやりましょうとい

うんだったらそれで対応できると私は思います。原案どおりで

結構です。 
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松島孝司 学校教育部長  すみません、失礼します。先ほど分散登校のお話しをしまし

たが、文部科学省から、感染の状況が著しい、厳しい学校、地域

であったとしても、中３とか小６とかの子どもたちに関しては

徹底した安全管理の下で分散をすることも可能であると示され

ておりますので、このようなこともありうるということです。

必要性が出てきた場合は、分散登校とオンラインとの組合せと

いうのは可能性として十分あり得るとは思っているところでご

ざいます。ただ、その状況次第によっては、それすらも許さな

いという状況も出てくることは当然あり得ると思っておりま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  オンラインはできるでしょうね、どれだけ感染が広がっても。

分散登校はどうかというと、そこは状況にもよるかもしれませ

んし、確かに今までここで議論したときには一切登校しないほ

うがいいという意見が多かったのは確かですよね。そんなに分

散登校で大丈夫ですよということを今からお約束できるかとい

うとやっぱりそこは難しいかもしれませんよね。今までの議論

でいけばですよ。特に西山委員の完全に拒否したという言葉、

結果的にはそうなっているんですけれども、ちゃんと皆さんの

意見聞いて議論して決めているつもりではありますけれども

ね。分かりました。 

 夏休み、実際日数どうするかということを今はっきりした意

見をおっしゃっているのは西山委員と苫野委員ですけれども、

他の委員の方は具体的に日数についてはどんなお考えか、今日

聞いておいて次回正式に決める、またそれを踏まえて決めると。 

 

小屋松徹彦 委員  結果的に夏休みを少し短縮してということになってきたとき

には、それはその日数は確保したほうがいいのかなというふう

には思いますが、先ほども泉委員からも出ていましたように、

時期も時期ですのでフルに１日授業するというのもどうかな、

例えば午前中授業で給食終わって帰るというような、そういう

カリキュラムの組み方と例えばオンラインを組み合わせると

か、何かそういったこともちょっと考えられないかなというふ

うに思いました。 

 

出川聖尚子 委員  私は夏休みは大分なくなるのかなと思っていました。今のお

話を聞くと、確保についてこれから考えていくことになるんで

すが、私は夏休みは夏休みだからこそできる経験があると思う
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ので、やはり一定の期間は必要だと思っています。少なくとも

続けて３週間ぐらいは必要じゃないかなと。どこまでというの

ははっきりは決めてはいませんけれども、今までお休みしてい

たので、１週間とか１０日ぐらい、去年短くなった感じぐらい

だったら、そういう短縮した夏休みの在り方もあるのかなと思

っています。 

 

遠藤洋路 教育長  しようがないんじゃないかと。 

 

泉薫子 委員  私は先ほど言いましたように子どもの健康、というか熱中症

はやはり本当に心配しておりまして、それを考えると、夏休み

だけじゃないんですけれども、６月から先生たちにはしっかり

気をつけていただきたいと思っているところなんですけれど

も、それを考えましてもやっぱり酷暑の期間はまとまったお休

みが必要だと、子どもの体にはまとまったお休みが必要だなと

いうふうに感じておりますので、３週間というのは出川委員も

おっしゃるように必要かなと思います。 

 あと、どのぐらいの期間かというのは、現場の先生たちの手

応えというのがやっぱり一番大事かなと思いますので、先生方

がやはり少し、もうちょっとここで時間を欲しいとかというよ

うな意見があるのではないかと思っていまして、それを十分考

慮して期間というのは決めていただけたらいいかなと思いま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 決めていただけたらというのは、ここで決めるんですよね。 

 

泉薫子 委員  はい。決めたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 じゃ、大体皆さんのご意見、分布でいうと、一切短くしなく

てもいいというご意見が苫野委員で。 

 

苫野一徳 委員  一応、５日くらいまでならいいかなとは。 

 

遠藤洋路 教育長  多少短く、１～２週間ぐらい短くしてもいいんじゃないかと

いうのが大体のお考えでして、もっと短くてもいいんじゃない

かというのが西山委員、大体そんな感じのイメージでしょうか。
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分かりました。 

 じゃ、そのようなイメージで、次回実際学校を再開してみて

子どもの様子はどうなのかという、それから、それぞれの学校

の差とか実際はどうなっているのかということを聞いた上で次

回決めたいと思いますので、今日のところは協議ですから決め

るということではなくて、ここまでにしておきたいと思います。 

 

〔非公開の審議〕  

日程第３ 議事  

・議第４３号 熊本市附属機関設置条例の一部を改正する条例案に対する意見の変更につ

いて 

 

《川上敬士 総合支援課長 提案理由説明》 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

  

 日程第４ 報告  

・報告（３）教科書採択における公正確保について  

  

《廣瀬泰幸 教育センター副所長 報告》 

 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長 本日の日程は全て終了したので、令和２年５月の定例教育委

員会会議を閉会いたします。 

 

 


